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特集「宝塚―ピアノで踊る日本舞踊」

植田紳爾先生に聞く

宝塚の「うた」と「おどり」と「しばい」

　　　お話　植　田　紳　爾（宝塚歌劇団顧問）

特別ゲスト　花　柳　壽　輔（花柳流家元）

　　聞き手　古井戸　秀　夫
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古井戸　これから，「宝塚の『うた』と『おどり』
と『しばい』」を始めたいと思います。

植田先生は宝塚歌劇団の元理事長でございま
して，現在では特別顧問，それに日本演劇協会
の会長を兼務されております。壽輔先生は花柳
流の四世家元，芸術院会員でございます。植田
先生，壽輔先生，少し長時間になりますが，ど
うぞよろしくお願いいたします。

まずいちばん最初に植田先生にお聞きしたい
のですが，植田先生は，昭和32年に歌劇団に入
団でございますね。

植田　はい，そうです。
古井戸　その年に，すぐ『舞い込んだ神様』とい

う作品をお書きになっているんですね。作，演
出に，それに振付もなさっています。

植田　演出助手の仕事を１年もやらずに１本，演
出家として出していただいたというのは，宝塚
の歴史の中で僕だけだと思います。

古井戸　また，植田先生は日本舞踊家としても昭
和36年に若柳金吉五を襲名なさっています。女
形をなさったそうですね。

植田　いや，立役と両方やりました。
古井戸　お隣のお家元ですけれども，花柳壽輔先

生の宝塚での最初の作品は何になりますでしょ
うか？

花柳　最初の作品は昭和36年，白井鐡造先生の『春
の踊り』でした。

古井戸　その２年後，植田先生の『落日の砂丘』
で振付をされています。ですから，おふたりと
も，もう50年。宝塚は再来年100年になるので
すけれども，その半分の歴史を宝塚で……。

植田　そうなんですよね，考えたら。
古井戸　いちばん最初にお聞きしたいのは，宝塚

ではスターさんを「生徒さん」と呼んでいまし
て，その先生方の上に校長がいる。皆さんにとっ
て小林先生というのは，どういう方ですか。

植田　宝塚の大先輩の天津乙女さんなんかは「校
長先生」「校長先生」と亡くなってからもずっ
とおっしゃっていたので，「校長先生」と言え
ば小林一三というイメージは固まっていました
ね。宝塚の前に音楽学校ができて，そこから宝
塚が始まったわけですが，来年の７月，ちょう
ど音楽学校の100周年になります。それで記念
の何かをやりたいといって，宝塚にバウホール
というちょっと小さな劇場があるんですけれど
も，そこでという話もあったのですが，宝塚の
歌劇団の歴史も百年だけれども，そのもとは音
楽学校なんだから，やはりこれは大劇場でやり
ましょうよ皆さん，ということで，いま鋭意準
備をしています。

古井戸　壽輔先生は昨年，傘寿の会を東京国際
フォーラムでなさいましたけれども，宝塚のＯ

Ｇの鳳蘭さんの総合司会で，そして各世代の
トップスターがみんな揃うという大変豪華なス
テージでしたけれども，まるで同窓会のようで
したですね。

花柳　そうですね。楽屋がとても賑やかで。
古井戸　お家元にとって，宝塚でお仕事をされる，

そのきっかけは……。
花柳　きっかけだったのは，当時ＮＨＫテレビで

昼間の生番組なんですけれども，創作舞踊とい
う番組があって，現代のものをやったんです
ね。それが終わった直後に白井先生からお電話
があって，「いまテレビを拝見しました。あなた，
宝塚の振り付けをやってみませんか」というお
話だったので，「ぜひやらせてください」と言っ
て。

古井戸　まだ20代ですね。
花柳　もちろんそうです。大学を卒業してすぐで

すね。

宝塚の「うた」

宝塚の歌を聴いていただきたいのですけれど
も，外国の歌に翻訳の歌詞をつける，その最初の
ヒット曲が『モン・パリ』の主題歌でした。当時
の花組のトップスター，奈良美也子が歌っていま
す。最初がソロ，それからコーラス，歌詞がよく
わかって，覚えやすい曲です。

＜　映像　＞『モン・パリ』の主題歌
　奈良美也子＋コーラス

植田　白井先生がたくさん譜面を持って帰って来
られて，向こうのはやっている歌に日本語を入
れられて，それがシャンソンを日本で紹介した
初めだと言われていますけれども，それだけで
はなくて浅草オペラの榎本健一なんかに影響を
与えて，日本の新しい音楽劇が生まれることに
なるのですね。

でも，これが男役のキーなんですよ。奈良美
也子といったら男役のスターですから。こんな
に高い声で歌っていたんですね。

古井戸　ではもう1曲，今度は挿入歌で，一般的
にレコードになってたくさん売れたものの最初
だと思うんですが，「ディガ・ディガ・ドウ」
を聴いていただきます。昭和５年の『パリゼッ
ト』で初演されたものです。

＜　映像　＞『パリゼット』「ディガ・ディガ・ドウ」
三浦時子・橘薫

植田　はい。これはジャズですね。余談になりま
すが，今度１月１日から宝塚では初日，東京で
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は３月にやる「ベルばら」のフィナーレをどう
しようということでいろいろ曲を調べていて，
全然違った感じでアレンジしてあった「ディガ・
ディガ・ドウ」が出てきたんですね。スキャッ
トになっていて，すごくしゃれていたので，「こ
れ面白いよ，これをしよう」ということになっ
たのです。「これは先生，ジャズです」と言う
から，ジャズでもフランスでアレンジされてい
るから大丈夫と，それを使うことにしました

（笑）。
古井戸　昭和２年に『モン・パリ』，昭和５年に
『パリゼット』，そして昭和８年の『花詩集』こ
れがレビューの完成形になります。主演の葦原
邦子が歌った主題歌を聴いていただきます。

＜　映像　＞『花詩集』主題歌　葦原邦子

ちょうどこの年に植田先生はお生まれになり
ました（笑）。何度も再演されていますよね。

植田　そう。何度もやっていましたね。これも男
役のキーなんですよ。葦原さんは男役ですから
ね。こんなに高いキーで歌っていた。音程を下
げるという技術がまだなかったのかな。

古井戸　もうひとつあるのは，マイクロホンの使
用がこの次の年からなんです。ですから高い声
でこうやらないと，4000人には……。

植田　そう，聞こえなかったかもわかりませんね。
古井戸　それからコーラスなんですけれども，ラ

ジオ局に持って行った時のコーラスの写真があ
りまして，コーラスが40人ぐらいいるんですね。

植田　いまはもう，そんなことないですね，技術
的にできますから。でも昔は本当に全部……。
放送局へ乗り込んで行って，みんなでやりまし
たもんね。僕の最初の『舞い込んだ神様』なん
ていうのはお狂言のものでしたから，鳴り物が
いっぱいあるんですね。それを公演中に朝日放
送でやるからと言われて，終演後，出演者も鳴
り物もオーケストラもみんなバスに乗って，ス
タジオへ行ってやった憶えがありますよ。

花柳　この『花詩集』，白井先生はお好きで，何
度も再演されているんですね。そのほか，鳳
蘭の初舞台『花のふるさと物語』（昭和32年），
五十周年の祝舞『宝寿』（昭和39年），『花響楽』

（昭和40年），いずれも日本もののショーなんで
すけれども，この『花詩集』の曲を中心にして，
振付をしました。

植田　これもやっぱりシャンソンで，カーネー
ションとかマーガレットとか白き椿とか，たく
さん花の言葉をやって，それを全部シャンソン
で，それでそれが全部名曲だったから，それだ
けで１本できるんですね。それで，なさったん
じゃないかな。

古井戸　ところで，いま歌とともにブロマイドが
映りましたけれども，葦原邦子さんが男装の麗
人の姿で出てまいりまして，その断髪というの
がこの前の年に，門田芦子か初めてやった。そ
の男装の麗人で，小夜福子のほうは甘い少年の
面影を残した伝統的な姿で，葦原邦子のほうが
新しくて，それを「哀愁の翳り」というふうに
言っていて，愛称が「アニキ，植田先生は葦原
さんとはお近しかったと，お聞きしていますが。

植田　はい。不思議なご縁で，東京で大学に行っ
ている頃に知り合いになりまして，それでいろ
いろ先生のお手伝いもしたし，僕らの仕事を教
えていただいたりしていて，２年間ほどそうい
うことがあったことが僕自身を試験されていた
んだと，いまで思えば思うんですよね。それで

「あなた，どうするの？」と言うから，「うちは
神戸ですから，神戸へ帰ります」と言うと，「神
戸に帰るんだったら宝塚に入りなさい。私が白
井鐡造に紹介してあげるから」と言って，それ
で白井先生を紹介してくだすったのが，もとも
と宝塚との関係ができた始まりなんです。

古井戸　今度はおふたりの先生がお若いときの曲，
越路吹雪の『ブギウギ巴里』を聴いていただき
ます。

＜　音楽　＞『ブギウギ巴里』（昭和24年）
越路吹雪

花柳のお家元は越路さんとは大変お親しいよ
うに……。

花柳　はい。宝塚時代はただ好きで追っかけみた
いに見ていたんですけれども，お辞めになって
から越路さんと，亡くなるまで親しくさせてい
ただきました。

古井戸　この「ブギウギ巴里」の舞台はご覧になっ
たんですか。

花柳　拝見しましたね，「ブギウギ巴里」は。も
う宝塚を辞める寸前でしたかね。帝劇で見たよ
うな気がする。

植田　帝劇ですか。
花柳　ええ，まだ東京宝塚劇場がアーニー・パイ

ルといって，接収されていて，東京は日劇でやっ
て帝劇でやって，江東劇場なんていうのでやっ
た。確か「ブギウギ巴里」は帝劇で見たと思い
ます。

古井戸　すごく溌剌とした声ですよね。
植田　フィナーレの頭なんですよ。それで，大階

段の前へ彼女ひとりが飛び出してきて，それで
「ブギウギ巴里，へい！」と言ったら……。だ
から，いまから考えたら，それが初めだったの
か，大階段に豆球がバーッとつくんですね。そ
れでひとり，あの歌を歌って，あの大きな劇場
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を……。もうそれは，しびれるほど素晴らしかっ
たですよ（笑）。まだ中学生だったのと違うかな。

古井戸　溌剌としたレビューの面白さを皆さんに
聴いていただきましたけれども，今度は，実は
植田先生は『ベルサイユのばら』とか洋ものの
方だと思っていらっしゃる方がいるのですけれ
ども，デビューしてからしばらくは日本ものを
つくられていて，日本ものの作家，即ち宝塚情
緒を受け継ぐ作家として活躍されていたんです。
そういうもの，たくさんの名作があるのですけ
れども，その中のひとつ，『おーい春風さん』
というのをこれから見ていただこうと思うので
すが，もちろんその当時の映像はないので，つ
い最近バウで再演されたものです。

先生にお聞きしたいのですけれども，これに
は主題歌が最初と終わりに歌われますが，それ
がカゲコーラスというふうになっているんです
ね。カゲコーラスも宝塚の特色と言っていいと
思うんですが。

植田　そうですね。芝居のムードとか何かを説明
するのには，カゲコーラスで歌ってくれるほう
が，何というのかな効果がありますよね。いま
宝塚で『宝塚ジャポニズム』という日本ものを
やっているんですけれども，それの最後の「荒
城の月」で，家元に振り付けていただいて，で
もそこで上下にコーラスが出てくるのは邪魔や
から，もうやめたらと言って，本当に最後に
コーラスが出てくるようにして，それまではカ
ゲコーラスにしたんですよ。

古井戸　ところで，『おーい春風さん』というのは，
寒い冬に春風さんが吹いてくださいという歌な
んですけれども，出てくる子どもたちは越後獅
子の，親に売られた子どもたちで冬の寒い中で
親方にはぐれて困っていると，お地蔵さんが動
き出して助けてくれる。そのときに年長の男の
子がちょっと拗ねているんですけれども，お地
蔵さんが面白い踊りを踊ると心が和んでいく，
という民話的な話なんですね。これから，オー
プニングの歌と，その和むきっかけとなった歌
と踊りと，それから最後のエンディングの歌を
聴いていただきたいと思います。

＜　映像　＞『おーい春風さん』オープニング
　「タンモレ，タンモレ」

「タンモレ　タンモレ」，ちょっと面白い歌で
すね。こうやって子どもたちの心が和んで，で
もまだ冷たいんですね。そこで最後にもう一度
主題歌が流れるんですけれども，最初歌われた
歌と少し感じが違いますので，その辺をお聴き
ください。

＜　映像　＞『おーい春風さん』エンディング

植田先生，このカゲコーラスというのは，録
音をしてあるんですか。

植田　いえいえ，生でやっています。お芝居を見
ながら歌ってくれますから。

古井戸　最初のところとちょっと雰囲気が違いま
すよね。

植田　はい。やはりアレンジの仕方とか，寺田瀧
雄という作曲家がいろいろ工夫して。

古井戸　そうですね。すなわち先生がお書きに
なった，最初には春風が吹いてくれというあた
たかい歌だったのが，ちょっと何か寒いところ
もあってという，ああいうところが……。

植田　哀愁がね。
古井戸　哀愁があるんですね。そういうところが

宝塚情緒というものの持っているものだと思う
んですけれども。

植田　これはもともと内重のぼるという大スター
がいまして，それの公演をやれと言われて，大
スターに何をさせてやろうと思って，そうだ，
お地蔵さんにしてやろう，と思って。

古井戸　お地蔵さんをやらせたんですか？
植田　そう思って本を書いたんです。そうしたら，

内重から電話がかかってきて「会いたい」と言
うから「どうしたの？」と言ったら，この公演
で退団しますから，菊田先生の『霧深きエルベ
のほとり』，これ１本に集中したいから，と言
われたんですね。それで美吉佐久子という人に
お地蔵様をやってもらったんです。

よく考えたら，それまではどこか肩に力が
入っていて，恰好よくしてやろうとか，拍手を
もらおうとか思っていたのが，とにかく自分が
悲しかったこと，自分が感動したようなことを
素直に書いてやりたいなと思って書いたのが，
これなんてすね。

それで，初日を少し経ってから菊田一夫先生
が宝塚までいらして，「ちょっと来なさい」と
言われて，何か悪いことやったのかなと思って，
歌劇団から大劇場までの間，黙って菊田先生は
歩いていらして，あとをトボトボと僕はついて
行ったんですけれども，そのまま理事長室へ入
られて，当時の理事長に「この子，書けますよ。
この子は書けます。大事にしてやってください」
と言ってくだすったんです。全然いままでご一
緒したこともないのに。

古井戸　先生がいま子どものときのことを考えて，
と仰いましたが……。共通するところが菊田さ
んにもあったんでしょうね。

植田　そうです。よく考えたら，ご両親がなかっ
たりなにかしたという，そういう悲しみみたい
なものが先生にもあって，共通したものがあっ
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たんじゃないかな。
古井戸　ところで，今月大劇場で『宝塚ジャポニ

ズム―序破急』の「荒城の月」を拝見しまして，
何か新しい宝塚情緒を目指されているんじゃな
いかなという感じがしたのですが……。

植田　宝塚は最近本当に，お恥ずかしいほど日本
ものが激減している，年に１回か２回しか日本
ものがなくなったので，こんなことをしたら宝
塚は日本ものがなくなるぞ，と。「どうして日
本ものをやらないんですか？」と言ったら，「日
本ものは客が来ない」と言われたんですね。ム
カーッとして，来ないならどうすれば来るんだ
よ，それを考えるのが我々の仕事と違うの？　
と思ったものですから，いい年して挑戦してや
ろうと思って。

古井戸　振付は，お家元ですが……。
花柳　はい。植田先生がいま仰ったように日本も

のが少ないものですから，当然みんなレッスン
をしないんですね。ダンスにやっぱり重点を置
くんです。ただ，柚希というトップの子がしっ
かりしていますから，とにかく柚希をメインに
して，あとは２枚扇を使って，お客さんの目線
を扇に持っていこうと思って。それは正解だっ
たと思います。非常に。単純な振り，やさしい
振りで，ただ扇が非常にきれい。揃うというこ
とは宝塚のひとつの特技ですから，そういう意
味で大変楽しくやらせていただきました。

古井戸　貴公子がだんだん死んでいきながら立ち
回りをする。非常に難しい芝居なんですよね。

花柳　あれは坪内逍遙の『沓手鳥孤城落月』のダ
イジェスト版ということです。

古井戸　しかも，歌がアカペラですよね，確か。
何か新しい宝塚情緒が生まれつつあるのかなと
いうふうに感じました。これは，東京公演は１
月ですか。

植田　１月２日です。
古井戸　そのあと，４月が台湾でございますね。
植田　はい。台湾です。
古井戸　台湾は親日家が非常に多いし，特に古い

日本が好きな人が多いので，たぶん新しい宝塚
情緒を受け止めてくれるんじゃないかと思って
います。

宝塚の「おどり」

古井戸　ここからは踊りのお話をお聞きしたいと
思うのですけれども，宝塚にはたくさんの宝が
ありますけれども，天津乙女は「宝塚の至宝」
と呼ばれた人ですね。それから，この間お亡く
なりになりました春日野八千代は「白バラのプ
リンス」と呼ばれた。両方宝塚の宝でございま
すね。

これから見ていただくのは天津乙女の代表作
『鏡獅子』です。まず，前半の最後，お小姓の
弥生に獅子の精が取り付くところを見ていただ
き，続いて今度は獅子になって出てくるクライ
マックスのところを見ていただきます。

＜　映像　＞『鏡獅子』　天津乙女

植田　やはり，こんなにたくさんの胡蝶に囲まれ
て獅子が踊るというのは，いかにも宝塚のレ
ビューの感じがあります。

古井戸　拝見していますと何でもないように見
えますけれども，かなり体の使い方がしんど
い……。

花柳　そうですね。特に前半は大変ですね。後シ
テは毛振りというのがありますけれども，私は
後シテよりもやはり前半の弥生のほうが難しい
と思います。

古井戸　天津乙女は，ある意味でこういう体を使
うというんですか，技術的なものというのが，
すごく優れているように思うんですけれども。

植田　これは，亡くなるちょっと前にお話しした
ことなんですが，自分が少女でまだまだ本当に
何もわからないで宝塚を受けに来て，最初のお
稽古のときにいただいたお扇子が楳茂都先生の
お扇子だと，そのお扇子をいまだに大事に持っ
ていらしたんですけれども，その楳茂都先生と
いうのが，どこの筋肉を動かしたらどうなるか
というようなことを徹底して教えてくださった
方ですから，それがものすごく生きていたんだ
と思いますね。

古井戸　陸平はドイツにも行ってラバンなんかと
交流しますね。ですから，どこの筋肉をどう動
かすということを……。

植田　そうなんです。それで楳茂都先生が亡く
なってから天津さんが言っていたのは，あそこ
に等身大の人形があるのよ，それが手を動かし
たらどこの筋肉がどう動いているのか全部わか
るのを楳茂都先生は，ドイツなのか，どこかで
買って来らして，あそこにあるねん，あれは先
生がいらっしゃらなかったらもったいないから
ほしいなと，よく言っていらしたもんですよ。

古井戸　今度は，春日野八千代なんですけれども，
春日野さんというのは，もともと日本舞踊じゃ
なかったんだそうですね。

植田　そうです。洋舞というか，ダンスのほうで
した。

古井戸　これから見ていただくのも植田先生の作
品で『宝塚をどり讃歌』，日本物の舞踊の代表
作のひとつです。春日野八千代が，『源氏物語』
の光源氏のような姿で踊るところを見ていただ
きます。全３段になっていまして，最初は能
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の「中の舞」のように器楽の演奏で舞うところ，
最後は能の謡で舞うところがあるのですけれど
も，ここでは真ん中の洋楽のところだけを見て
いただきます。

＜　映像　＞『宝塚をどり讃歌』　春日野八千代

植田　家元，いまご覧になっていて，三味線の間
と洋楽の間との微妙な違い，わかりますね？

花柳　ええ，わかります。この作品は私ではなく
て先代の壽輔なんですけれども，そのあと私も
植田先生の作品で『杜若』をやりました。僕は
それが一番大好きなんです，春日野さんの踊り
の中で。とても難しい踊りだった。そのときは，
能の囃子でしたね。

植田　そうです。
花柳　こういうものをつくるときは，洋楽でも邦

楽的な振り付け，間合いで付けちゃうんですね。
そのほうが流れがいいようですね。群舞やなん
かの時は，やっぱりカウントを付けないと揃い
にくいんだけれども。

植田　踊っているほうも，あんまりそういうカウ
ントなんて意識していないですよね。

古井戸　考えていないですよね。ある感情の流れ
というか，そういうことに添ってやっていらっ
しゃいますよね。

花柳　そうですね。
植田　だから，いま家元がおっしゃった，本当に

全員揃えて踊らなければならないような群舞は
確かにカウントでやらないといけないけれども，
こういうものというのは，お三味線と洋楽との
微妙な間の……。

花柳　そうですね。あんまりカウントにとらわれ
ちゃうと，踊りが面白くないんですね。機械的
というか，流れが。

古井戸　植田先生，５月に家元と『菅原草紙』を
させていただきましたときに，僕はカウントの
取り方をお聴きしたんですよ。「４拍子ですか」
と聞きましたら，「いや，合わないことがある
んですよ」と仰るんですね（笑）。

花柳　三味線音楽を群舞でやるようになって，カ
ウントにするんですけれども，どうやっても割
り切れないところがあるんですね。そういうと
きは，１，２，３，４，２，ウン，オイとか何か

（笑），そんなことをやってやっちゃうんですね。
古井戸　植田先生，いまのを見ますと，春日野さ

んの踊りにはあるひとつのドラマがあると思う
んですけれども，それは演出家なり作家がある
程度，こうしてくれということをおっしゃるん
でしょうか。

植田　もちろん。でないと本人が踊りにくいで
しょう。だから，こういうストーリーで，こう

いう内容で，こういうものなんだから，こうい
うふうに踊ってくださいというふうには説明し
ます。

古井戸　お家元に聞きたいのですけれども，いろ
いろしぐさをしていらっしゃいますよね。ああ
いうひとつひとつのしぐさは，振付の先生が付
けられるんですか。

花柳　そうです。日本舞踊はご存じのように，あ
る型というのが古典にありますので。例えばい
まのを拝見していると，『保名』のようなとこ
ろがあるわけですね。これは情景がやはり桜で
すから，そういうところで『保名』に近いよう
な踊りをつくる。オリジナルと言いながらも，
やっぱり型をいろいろと組み合わせていくんで
すね，こういう踊りの場合は。

古井戸　その美しい動きに感情をこめていくので
すね。

花柳　そうですね，振付師が言うときも，演出家
が仰るときも，イメージのような形で言うけれ
ども，春日野さんぐらいになると，それはご自
分でつくって毎回毎回いろいろ工夫していらっ
しゃるから。

古井戸　植田先生は，かつて振付もなさっていま
したね。宝塚の伝統だとも思うのですけれども。

植田　僕は，日本舞踊をやっていましたから，音
の取り方というのが洋楽でも，この音のときに
はここのところこないといけいなというような
ことは，平易にわかりますね。だから，そこは
しつこく教える。絶対，「ここ」というのはあ
るんですね。音を聞いていて。だから，この振
りだったらここというようなところは，普通の
演出家よりも大事にしているかもわかりません。

古井戸　『宝塚をどり讃歌』のオープニングを見
ていただきます。主題歌の「宝塚行進曲」とい
う歌にあわせて踊る群舞です。

＜　映像　＞『宝塚をどり讃歌』オープニング
「宝塚行進曲」

植田先生，この「宝塚行進曲」は先生の作品
ですよね。

植田　はい。
古井戸　私，今回この仕事をしていて，何回か聞

いているうちに覚えてしまいまして（笑）。
植田　本当，ご覧になったあとで主題歌を歌って

帰れるというのが宝塚の，それもひとつの魅力
なんです。僕らが若い頃に宝塚を見て感動した
ときには必ず「花の道」を歌いながら帰りまし
たから，これは大事にしないといけないなとは
思います。

それがこのごろ，だんだん若い人たちの歌詞
というのが大変覚えにくいし，難しいんですよ
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ね。覚えられません。もうひとつ，僕らは同じ
曲を何度も何度も歌って覚えていただきたいと
思うから，雨が降ったとか季節がどうだとか，
それから気持ちがどうだとかというのは，あん
まり書けないんですね。それを書いちゃうと，
その場面にしか歌えないので。だから，どこで
歌っても変わらないような歌詞を書くというの
は，また違う才能が要るんです。

古井戸　毎日雨が降るわけじゃないですね。
植田　そうなんです。その場面になって雨が降る

わけにいきませんからね。
古井戸　花柳のお家元，日本もののオープニング

とかエンディングの群舞の特色というのは，ど
の辺にあるんでしょうか。

花柳　これは「パレード」といいまして，プロ
ローグとフィナーレは，僕は植田先生ともよく
言ったんだけれども，マンネリでいいんです
ね。なまじにちょっと変えようとすると失敗す
るんです。ですから，チョンパッといって板つ
きでワーッとみんな踊り出して，ところどころ
スターがちょっとずつ踊ったり歌ったり，そう
いうやり方，あるひとつの定番があるんですね。
フィナーレになると，スターのランクの順番が
あるんですね。これを把握しておけば，大体マ
ンネリのほうが却っていいんですね。そこで何
か冒険しようと思うと……。

古井戸　歌と踊りの関係なんですけれども，宝塚
は左右にスタンドが３本ずつ立ててコーラスを
していたじゃないですか。もういまはスタンド
かないのに，あそこの位置で歌っていらっしゃ
いますね。

植田　そうです，不思議と。あそこに立ってくれ
たら一番絵になるというか，場所が決まってい
るんですよ。あれは長年の歴史。

花柳　宝塚は特殊な言い方をして，「ダブルトリ
オ」と言うんです。

古井戸　群舞と言いますと，お二人の先生の作品
の中に『長崎しぐれ坂』の「精霊流し」という
のがあって，100人の群舞ですか。

植田　そうです，長崎の「精霊流し」を，大勢で
出て大群舞でやりたいなと思って。

花柳　「精霊流し」は10分ぐらいの長い曲で，そ
れをボレロでやるんですけれども，植田先生は
さすがにすごいなと思って，100人ぐらいの群
舞をつくっていたら，その中でドラマが進行し
ていくんですね。それがとても僕は印象に残っ
ていて。

植田　そうです。
古井戸　深い内容がある。単なる普通の話じゃな

いんですね。
花柳　はい。
古井戸　犯罪者か何かですか？

植田　そうです。あれはもともと『ペペ・ル・モ
コ』なんですよ。『望郷』なんです。それがや
りたいやりたい，それを日本ものでやりたいと
思っていたんですけれども，版権ロイヤリティ
の問題で絶対に無理だったんです。そうしたら，
亡くなった榎本滋民さんが，それを新国劇でな
さった。それでやらせていただけるのなら『ペ
ペ・ル・モコ』だと思って，やったんですけれ
ども，いちばん最後の盛り上がるところが精霊
流しで，それも初めから家元にはお話ししない
で，「『精霊流し』を振り付けてください」と言
うだけで，その家元の振りを見ながら，ここで
逃げてやろうとか，ここで隠れてやろうとかい
うのは，振りが出来上がった間にこっちがまた
それで考えていきますから，そういう面白さと
いうのがあるのと違うかな。

花柳　そういう打ち合わせは全然なし。私がただ
踊りを付けていったら，その中にうまく嵌め込
んで。踊りはだから，ずっと踊りっぱなしなん
です。その中で何人もの人物がそこで動いて，
ドラマがそこへ展開するんですね。それがユ
ニークだったと思います。

古井戸　さあ，群舞のお話を聞きましたので，今
度はソロですね。ソロで，これも宝塚のひとつ
の大きな特色で，日本舞踊家の方はなかなかで
きないものに，歌いながら踊るというのがあり
ます。ここでは，『宝塚をどり讃歌』の「この
道は」を見ていただきます。

＜　映像　＞『宝塚をどり讃歌』「この道は」
一路真輝

古井戸　洋舞でもソロはたくさんありますけれど
も，歌いながらのソロというのは，あまり……。

植田　そうですよね。考えたら本当にそうかもわ
からない。

古井戸　今度は，同じ作品の中の春日野八千代の
ソロ，フィナーレのパレードで全員が揃ったと
ころで金色の太陽の中から出てきて，みんなが
止まっているところに，ひとりだけでステップ
を踏むというところです。独特のステップのよ
うに思うのですが……。

＜　映像　＞『宝塚をどり讃歌』「幻花久遠」
春日野八千代

こういうステップというのは，日本舞踊にも
あるんですか。

植田　長谷川一夫はよくやっていましたよ。振り
が体の中に入るまでは，チョチョチョッ，チョ
チョチョッとあのステップをやって，上へ行っ
てニコ，下へ行ってニコ，それで振りは何もな
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くてもそれでいけて，素敵だったんですから。
古井戸　壽輔先生にお聞きしたいんですけれども，

最後に体を斜めにしてステップを踏んでいまし
たが……。

花柳　お客さんに向けて，お尻を見せないように，
必ず曲がり角では体を斜にして。

古井戸　歌舞伎でも，花道に入る時に真っ直ぐ入
る人と，道行きなんかの時に斜めで入る方とご
ざいますよね。

花柳　はい。やっぱりそれはお客さんへのサービ
ス。顔を見せるということですね。長谷川先生
は「紙治」の河庄の出に，頬かむりをこちら（左）
でやるんです。私たちはみんな右側で結ぶので，
先生に「頬かむりはこっちじゃないんですか」
と言ったら，「紙治」に限っては左だ。右側の
お客さん，こっち側を「芸裏」と言うんですけ
れども，こちらは切符の値段が安い。こっち（右）
のほうが高いから，こっちのお客さんに顔を見
せるために頬かむりをこっち（左）にして，こっ
ち（右）側を見せるという，そういうお話でした。

「宝塚グランド・ロマン」

では，最後に植田先生の「宝塚グランド・ロ
マン」のお話をお聞きしたいと思います。宝塚
では，１本立ての大作というのは『虞美人』が
最初なんだそうですね。

植田　はい。
古井戸　それが昭和25年で，先生もこの「宝塚グ

ランド・ロマン」という形で，たくさんの１本
立ての大作をお書きになっていらっしゃいます
が，今回調べ直してみたのですが，「グランド・
ロマン」という言葉は先生の前にはどなたも
使っていないんですね。

植田　そうなんです。グランドレビューとかグラ
ンド何とかというのはあったんですけれども，
小林家の米三さんというのが阪急の社長で，「な
んで，宝塚だけは世界で宝塚しかないのに『宝
塚』という言葉を使えへんねん」と言われたの
で，僕が使い出して，それがずっと続いている
んです。

古井戸　先生はこの「グランド・ロマン」の「ロ
マン」に，どんなことを託していらっしゃるん
でしょうか。

植田　１本立てというのは，ものすごく責任があ
るわけですよね。大体宝塚というのは２本立て
ですから。最後にレビューがあって，華やかで
テンポがあって駝鳥の羽根をつけて出るという
逃げ道があるんですけれども，１本立てという
のは一切そういうものがないから，芝居の内容
と近いフィナーレをつくらないといけないし，
芝居の内容と近いプロローグをつけなければい

けない，普通の作品の何倍もエネルギーが要る
んですね。だから，そういった意味の中で，ど
ういうふうに宝塚の夢とロマンをつくっていく
んだろうということを考えているときに，「グ
ランド・ロマン」という言葉が自分の中で生ま
れてきたんです。

古井戸　大作全体を貫く夢とロマンですね。
植田　そうなんです。
古井戸　「ロマン」というと小説とか物語という

のもありますが，それも加わってくる。
植田　加わっています。ストーリーが。
古井戸　先生の御本を見ますと，ドラマが大事だ

ということを何度も何度もおっしゃっているよ
うに思うんですけれども。

植田　はい。ドラマがしっかりしていなかったら，
１本立てなんて絶対に途中で破綻しますからね。

古井戸　最初に観ていただくのは『メナムに赤い
花が散る』なんですけれども，これは実は，「グ
ランド・ロマン」じゃなくて……。

植田　そうです。僕にとっても最初の，１本立て
というか……。

古井戸　主演は春日野八千代さんで，タイのシャ
ムの……。

植田　山田長政の話。
古井戸　歌舞伎の尾上松緑の演出作品ですが，こ

れが先生と尾上松緑の最初の作品ですか。
植田　そうです。やってくださいとお願いして，
「やろう」と言ってくだすったので，尾上松緑
という豪快な，スケールの大きい人に負けない
作品というのは何だろうと思って，日本人が
シャムへ行って活躍する話なら松緑さんにいい
なと思って。

古井戸　外国に行って大活躍して，最後には悲劇
的に死ぬわけですね。その最後の場面の映像が
残っておりましたので……。

＜　映像　＞『メナムに赤い花が散る』
春日野八千代

松緑さんの演出というのは，どういうもので
したか。

植田　長谷川先生と対照的で，長谷川先生は「そ
こを３歩行って振り向いて，下手のあの照明を
見て，ジーッと観ていなさい。そうしたら，あ
なたの目がピカッと光るよ」とか，そういうこ
とまで教えるくださる方ですけれども，松緑さ
んの場合は，気持ちから入っていく教え方です。
それでいて，たまに自分でフッと立ってくれた
ら女形で何でもすごくいいので，「それをちょっ
とみんなに見せてやってくたさい」と言ったら
照れて絶対しないというような方だったんです
ね。
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古井戸　じゃ，先生の前だけで？
植田　そうです。「こうやるんだよ」と言って，シャ

ムへ来た日本の居酒屋の女将の，いろいろ過去
のある女がおこついて何とかするというような
ところの場面では，「こうやるんだよ」と言っ
てやられたときの，まあ形のいい……。

古井戸　松緑さんのあとには長谷川一夫さんと一
緒に『我が愛は山の彼方に』，そのあと『ベル
サイユのばら』になるわけですが，これが文字
通り空前の大ヒットになるわけです。今日は，
1974年の初演の『ベルサイユのばら』を見てい
ただきます。

これはマリー・アントワネットを主人公にし
たものですね。そしてフェルゼンとオスカル，
この３人の物語でした。プロローグは，漫画の
原画の中から３人の主人公が出て来るという，
たいへん印象的な場面でした。「青きドナウの
岸辺」というマリー・アントワネットの歌，そ
れから主題歌「愛あればこそ」の３重唱になり
ます。

＜　映像　＞『ベルサイユのばら』（1974年）
オープニング

植田　いまのは38年ぐらい前のでしょう？　衣裳
も何も安っぽいわ（笑）。やっぱり，それだけ
技術が進歩しているんですよね。ほんとに，鬘
でも重たい鬘をかわいそうに，こんな鬘をか
ぶってやっていたのかと思いますけれども。　

古井戸　先生ね，私今回，先生にお願いしたあと
で，お願いした以上少しは準備しなきゃいけな
いと思って原作を読んだんですよ（笑）。ふだ
ん少女漫画なんか読まないので，最初は読むの
がつらかったです。

植田　つらかったでしょう？
古井戸　先生もそうですか。
植田　そら，つらかった，つらかった（笑）。
古井戸　でも，読んでいくうちにだんだん，波瀾

万丈で，これをまとめなきゃならないというの
は，もっとつらかったんじゃないですか。

植田　膨大ですからね。
古井戸　先生はこれを，マリー・アントワネット

が断頭台の露と消えるという歴史の部分を１回
目につくられたわけですね。ところがそのあと，
第２，第３，オスカルだとか，いろいろなのが
出来てきましたね。僕は，その背景には，この
主題歌の「愛あればこそ」というのがかっちり
あったと思うんですね。先生は，あんな長いも
のをみて，よくこういう主題歌を簡単に……。
みんな切り捨てていくわけでしょう。

植田　そうです。ここも面白いけれどもできない
とか。３時間ですから，何とかその中に入れる

のにどうしようかと思って。それで，その当時
でももうオスカルというのは大人気だったから，
オスカル，オスカルと，みんな漫画のファンは
言うてたんですけれども，オスカルを中心にし
たらそういう時代におもねって宝塚がやってい
ると言われるのが悔しいので，池田理代子とい
う人が１ページ目から最後までをやはりアント
ワネット，フェルゼンの恋の話をご本人もお描
きになりたかったんだなと思ったものですから，
だからアントワネットとフェルゼンでまとめて
みます，と。ただ，その時に，台本を出す時に
制作部に，「とにかく切るのが惜しいところが
いっぱいあったから，もしうまくいったらほか
にも何回もこれはできますよ」ということは申
し上げて台本を渡したんです。

古井戸　これは不倫の物語ですよね，王女様と貴
公子の。

植田　だから長谷川先生は最初は，眞帆しぶきで
『西遊記』がやりたいとおっしゃっていたいん
ですね。それで，『ベルサイユのばら』という，
こういうのをやりたいんですと言ったら，「あ
んた，そんなもん，不倫の話を宝塚の清く正し
いでやったら笑われるで。叱られるで」という
ぐらい，大反対。「絶対だめ」と言われたんで
すけれども，「オブラートに包んでちゃんとや
りますから，これにしましょう」ということで。

古井戸　最後は断頭台の露と消える，そこは主題
歌の「愛あればこそ」の２重唱になります。

＜　映像　＞『ベルサイユのばら』断頭台の場

非常に優雅であると同時に，根底に人間の深
いドラマがある。別れというんですか，それも
気高く別れるというのは，植田先生と宝塚のひ
とつの世界なのかなと感じました。

確か，『ベルサイユのばら』が大ブームにな
りまして，ちょっと落ち着いた頃に早稲田の文
学部で公開講座をさせていただきました。その
とき榛名さんも一緒に来てくださって仰ってい
たのは，長谷川先生がきれいな形をつけてくれ
ると体中が痛くてしょうがないと。自分の体は
痛いけれども，外から見た時に……。

植田　お客様にはきれいな形に見える。いまちょ
うど宝塚は稽古していますけれども，榛名由梨
も来てくれていて，「痛いやろ？　痛いやろ？
　痛いからお客さん喜ぶのよ」と，よくやって
ます（笑）。

古井戸　そうですか。花柳のお家元は長谷川さん
とは大変ご縁の深い……。

花柳　はい。８年間長谷川先生の一座で，ほとん
ど１年のうちに10カ月ぐらい先生と。

古井戸　東宝歌舞伎。
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花柳　そうです。年間に大体６カ月ぐらい公演
が……。俳優として出ていたというか，長谷川
先生にいろいろな意味で演出的なことを習おう
と思って，お願いしました。ですから私を役者
としてあんまり扱わなかったですね。いずれ舞
踊家，振付になるということを考えてくださっ
て。ですから，いま植田先生のおっしゃったよ
うなことは，本当によく，この席の何番目のそ
の辺を見なさいとか，それから舞台での立ち位
置ですね。構図。絵面がわりとお好きな方だっ
たから，形で見せる。もっと細かく言うと，髪
のしけは何本とか。

古井戸　「しけ」というのは乱れ髪のことですね。
花柳　そうです。衣裳屋さん，床山さんに対する

注文は……。それをずっと私は８年間見てきま
したから，そのくらい舞台に賭けて，美という
ものに対する執念のようなものをとっても教え
ていただきましたね，長谷川先生に。そういう
意味では大恩人だと思います。

古井戸　『ベルサイユのばら』は脚色ものなので，
先生の書き下ろしのもの，たくさん名作がある
中から『紫禁城の落日』を見ていただきます。
これはラストエンペラーの話ですね。日向薫が
溥儀，滅びゆく皇帝ですね。これが「大いなる
落日」という曲を歌いまして，その弟，溥傑と
日本人妻の物語になるのですけれども，その弟
が「花白蘭」という恋の歌を歌います。

＜　映像　＞『紫禁城の落日』「大いなる落日」
「花白蘭」

「大いなる落日」も好きなんですけれども，「花
白蘭」のほうが好きなんです。「大いなる落日」
のほうは見ていて涙が出てくる，「花白蘭」で
その涙が癒される。

植田　宝塚の甘さも大事ですね。
古井戸　ところで，衣裳がやっぱりいいですね。
植田　はい。これは本当にありがたかったことは，

僕のファンの方で，女性なんですけれども，も
う亡くなったんですが，その方が中国へずっと
行っていらして，「やるの？」と言うから「や
ります」と言ったら，「全部衣裳を私がやって
あげましょう」と言って，全部中国から持って
来てくださった。

古井戸　本物ですか？
植田　本物です。だから重みが全然違いました。

質疑応答

古井戸　お話は尽きないんですけれども，もう予
定の時間になってしまいました。会場からご質
問なりご意見があろうかと思いますが，どなた

か……。

Ｑ　昭和30年代までの宝塚の義太夫歌舞伎研究会
について，教えていただけませんでしょうか。

植田　林又一郎が，自分が覚えているものをやろ
うということから始まりました。天津乙女，神
代錦，春日野八千代という連中は本格的に動け
ましたから，その３人が出ているところは舞台
がしまりましたね。「車引」の元禄見得で，松
緑さんが「男でもあれだけできないぞ」と天津
乙女のことを褒めてくだすったことがありまし
た。

竹本三蝶という方が大変熱心で，自分で全部
切符を売ってくだすったんですが，三蝶さんが
亡くなってから，それっきりになってしまって
いるのは残念なんですけれどもね。

Ｑ　宝塚で創作のときに大切にしていることは何
でしょうか。

花柳　私が入った頃はとにかく白井先生と高木先
生という両巨匠がいて，大体このおふたりの系
統というか，植田先生はどちらかというと高木
先生のほうね。私は白井先生でした。昔はそう
いう徒弟制度みたいなものが演出家の中にも
あったんですね。

古井戸　家元ですとテネシー・ウイリアムズの『欲
望という名の電車』を日本舞踊でやりたいと，
長くあたためていらっしゃっいましたね。

花柳　「欲望」はもう50年ぐらい前に，アメリカ
からスラヴェンスカという方がみえて日本でモ
ダンバレエをやって，そのとき日本舞踊でこれ
をやってみたいなと思っていたんですけれども，
タイミングがあるんですね。自分がやりたいも
のをやれるというところへ行くまでは，やっぱ
り長い時間がかかると思いますね。

植田　宝塚は５組ありますから，その組の長所も
あるし，それから公演の前後がどんなものをや
るのか。前の月はこの世界をやるの？　じゃこ
うしようとか，全部そういうことを調べて考え
ていきますから，自分でどうしてもこれをやり
たいんだというようなものは，なかなかいけま
せんよね。僕は幸せなことに「紫禁城」とか「メ
ナム」とか，いいタイミングやらせていただい
たから，これだけいろいろなものをつくれたと
思うんですけれども，それは大変。

Ｑ　宝塚が好きで，公演で１階席と２階席で必ず
見るんですけれども，演出家の先生方は遠くで
見る感覚と近くで見る感覚をどのようにお考え
でしょうか。

植田　１階の前から10番目ぐらい，その辺で見て
いる人たちの意見は歌劇団に聞こえてくるんで
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すよ。だけれども２階のいちばん後ろの人たち
の声は聞こえてこないんだけれども，やっぱり
でもいちばん後ろまで大事にしないといけない。
長谷川先生も，「あそこの３階のここを見るね
ん」と仰りましたね。お客様をいっぱい入れる，
そういうところの計算をなさったんだろうと思
いますけれどもね。

でも僕は，長い演出の生活の中で，記憶に残っ
ているのは汀夏子ですね。『ベルサイユのばら』
のオスカルのとき，「先生，銀橋を通りたくない」
と言うから，「えっ？　誰でも銀橋は通りたい
のに，どうして通りたくないの？」と言ったら，

「銀橋へ出たら３階のいちばん後ろに見えない
のよ。私は小学校とか中学校のときはお金を一
生懸命ためて３階でずっと見てた。だから３階
のお客様がどれだけ大事かということがわかる
から，私は銀橋へは出たくありません」と言う。
それを聞いて，こっちも「ああ，そうだ」とい
う気持ちになりましてね。すごく教えられた憶
えがあるので，常にいちばん後ろのお客様にど
う見えているのか，僕は考えています。だから，

「そのせりふは大事だから３階まで通るように
してよ」と，それがリアルじゃなくても，いち
ばん後ろの人にも聞かせて置かないと，笑った
り泣いたりしていただけないというようなもの
は，台本を読みながら，台本の整理をしながら，
教えてはいますけどね。

Ｑ　非常にレパートリィが多く，時代考証はどう
なさっているのでしょうか。

植田　これは宝塚の作家としていちばん重たいと
いうのか，どの世界をやれるか，どこをやるの
かということは常に思っていないといけません
から，うちの本箱なんていうのは，全然時代も
バラバラで，いろいろ本屋さんに行って，これ
はいつかやりたいなと思うものをどんどん買っ
ていますから，それがたまって，それはもう乱
雑なものだし，統一はとれていないんですけれ
ども，さっきもお話ししたように，前の月がこ
れ，あとの月がこれ，それじゃ天平がやれるね，
ドイツがやれるねとかということになってから，
買ってあった資料を引っ張り出して読みますか
ら，宝塚の作家というのは大変ですね。だから
また面白いところもあるのかもわからないです
けれどもね。

　
古井戸　両先生，どうも長い間ありがとうござい

ました。お家元はこのあと，ちょうど来週の土
曜日ですか……。

花柳　そうですね。ちょうど１週間後，上野の東
京文化会館でオーケストラと日本舞踊のコラボ
レーションということをやるんですね。『牧神

の午後』をメインに，印象派の作品ということ
を考えて，『レ・シルフィード』『ロミオとジュ
リエット』『ペトルーシカ』，最後は『ボレロ』と，
もちろん生オーケストラで。いま，ちょうどそ
の稽古の真っ最中だもので。

古井戸　お相手が井上八千代さん。
花柳　井上八千代さんと私が『牧神の午後』をい

たします。舞台美術を千住博さん，『ペトルー
シカ』は金子國義さん，美術面でもいろいろな
方にやっていただきます。

古井戸　植田先生は何といっても，先ほどもおっ
しゃいましたように『荒城の月』が今度東京公
演があって，台湾に行かれて，それから『ベル
サイユのばら』の再演があると同時に，もう再
来年の100周年に向けて大きく動き始めました
ですね。

植田　そうですね。
古井戸　何か少し皆さんに言える……。
植田　まだまだ……。
古井戸　まだ言っちゃいけないんだそうです
（笑）。100周年が済むまでお忙しいと思います
が，どうぞお元気で。大変長い時間ご同席あり
がとうございました。（拍手）

（　了　）


